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1 はじめに 

本調査においては，国内半導体製造ラインの状況，ファンドリー・サービスの利用実態，要望

について調査を実施し，IoT 関連機器向けの半導体デバイスや多品種少量生産等へ再活用するた

めの条件など国内半導体製造ラインの有効活用法を検討した． 

 

2 調査 

200mm ラインの日本の生産能力は世界最大であり，特にディスクリート，アナログ，ロジッ

ク対応の生産能力は世界有数である．しかしながら，受託生産としての 200mm ラインは多くな

い．このような中，国内半導体製造ラインにおける現状の課題は Fig.1 のようになる．また，国

内半導体製造ラインを有効活用するための案を Fig.2 に示す． 

  

Fig.1半導体製造ラインの有効活用に向けた現状の課題                Fig.2  IoT社会の実現に向けた半導体製造ラインの有効活用 

 

3 おわりに 

近い将来，本格的な IoT 社会が実現することが考えられ,IoT 社会が成長するまでの期間，ビジ

ネスが大きくなるまで，半導体製造ライン等の業界は,その財産を活かして，準備を進める時期で

あると考えられる．つまり，今ある資源を有効活用し，将来に備える必要がある． 
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この成果は， NEDO の委託業務｢低炭素社会を実現する超低電圧デバイスプロジェクト 国内半

導体製造ラインの実態調査，及びその有効活用法の検討｣の成果である． 
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